
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021/8/17発行 ICT/感染管理委員会 

 職員の皆さんには個人防護具着脱テストに協力いただき、ありがとうございました。 

血液、体液、粘膜、創傷皮膚は感染の可能性があるものとして対応することで、感染の発生リスクを 

減らすことができます。その対策のための防護具ですが、使用方法を間違えると感染を拡大してしまいます。 

感染リスクを予測して適切な個人防護具を選択する。自分の粘膜や皮膚・環境ににつかないように 

正しく脱ぐという手技を是非、身につけていただきたいと思います。 
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①手袋の外側をつまむ

②外側が内側になるように外す

③袖口から中に指先を差し込み②と同様に外す

④フック穴から指を外す

⑤手指衛生

⑥肩口を持ち首紐をちぎる

⑦汚染面が内側になるように腰の辺りまで脱ぐ

⑧清潔な内側を触り袖から両腕を抜き、腰紐を引きちぎる

⑨中表で広がらないようコンパクトにまとめ廃棄する

⑩手指衛生

⑪フェイスシールドを外す

⑫キャップを外す

⑬マスクを外す

⑭手指衛生

手袋とエプロンの汚染面に触れていない

脱衣時に手順を間違えた割合（全体）

結果 

着衣より脱衣の方が、手順を間違える割合 

が多く、脱衣の手順の中で手袋を外した後 

の手指消毒を忘れる割合が多かった 

【注意すること】 

➀ 環境や周囲の人を汚染しな

いように不要になったら外す 

② 外す時に汚染している表面 

に触れない 

防護具を付けたまま 

ウロウロしないよう

にしましょう。 

％ 


